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1. はじめに 

弱電離プラズマは数多くの反応を含み，反応・生成種の関係は非常に複雑になることが知られているので

[1][2]，我々のグループでは，それらの関係性を複雑ネットワークで表現してきた [3]．しかし，アンモニ

アプラズマのネットワーク化は未だされておらず，その内部構造を明らかにするために関連する量として

発光スペクトルを挙げることができる．本研究では，アンモニアプラズマの反応式をネットワーク構造で

示し，反応する粒子同士の評価を行う．また，アンモニア分解時の発光スペクトルと，アンモニア関連種

の反応式のネットワークとの関係性を評価する．

2. 分析方法 

Table 1 のようにノードを反応前の粒子と反応後の粒子に設定し，反応前から反応後の有向グラフを用いて

アンモニアに関する反応式のネットワーク図を作成した．アンモニアプラズマを誘電体バリア放電を用い

て分解し，分光器(Ocean Optics，USB2000+)を用いて発光スペクトルを測定した[4]．測定結果より，発光

した粒子からアンモニアのネットワークの内部構造を解析した．

3. 分析結果 

アンモニア反応式のネットワーク図を Fig. 1 に示す．アンモニア分解時の発光スペクトルを Fig. 2 に示す．

Fig. 2 より発光している粒子として N2，NH，H が観測された．NH の発光強度の変化を分析することで

NH2 の生成量やそれに伴う N2H4 の生成量の推定に繋ると考えられる．その他，複雑な現象をネットワーク

解析から統合的に明らかにする．

Table 1. Examples of networking                    

                                                               

                                                            Figure 1. Network diagram                      Figure 2. Emission spectrum at the time

                                                                                       representing NH3.                                   of decomposition of NH3.         
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Scheme  e + NH3 → NH2 + H + e

Node  e, NH3, NH2, H

Edge  Edge1: e → NH2

 Edge2: e → H
 Edge3: NH3 → NH2

 Edge4: NH3 → H
 Edge5: NH3 → e
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